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要 旨
Chie Miyata
我が国の文化を構成する色々な年中行事の中から、五節句の｢七夕(たなばた)｣ を主題
とした保育の唱歌に くたなばたさま〉かおる。歌の中に息づいている文化的価値を正し
く評価し、その知識と理解の上に立脚した品格ある優れた表現法を獲得する目的で、ま
ず五節句の意味、そして現在まで伝承されている七夕祭りの源流、語句の理解、祭事の
象徴となる竹かざり、古来から日本人が持つ竹への思い、などについて古典籍にその記
述をもとめる。次に江戸期の庶民が手にした絵画や文物にも目を向け多面的な考察を
行う。それらの基礎の上に、本曲の歌詞・音楽構造・旋律について分析を加え、目的
とする歌唱表現法を論ずる。
１ は じ め に
唱歌や童謡の歌詞は、子どもの用いる簡易な言葉で作られている、と表面だけを見る
と考えられがちだが、注意深くそれらに向かえば、その言葉の中には地下水の水脈のご
とく、「記紀」をけじめとする古典籍との繋がりが辿れる言葉や伝承が存在している場
合かおる。また音楽の面では、文明開化の明治期から戦前の音楽家たちの初々しい取り
組みも感じ取れる。視点を変えると唱歌や童謡には、現代では余り見られなくなったか
っての日本のすがたが息づいていると言える。小さな語句の断片に、本歌取りのように
隠されている日本の文化と伝統、そして単純さゆえに見過ごされやすいが工夫を凝らさ
れた音楽構造、それらすべてに対し敬意を持って真向かう視線で作品研究をしたいと思
う。唱歌・童謡の中に息づいている文化価値を正しく評価し、その知識と理解の上に立
脚した品格のある優れた歌唱表現を心がけたいと考えているからだ。
一方、保育や教育の現場では、それぞれの実情に合った歌唱方法と伴奏譜を含めた楽
譜の選択にも注意を払い、子どもたらが音楽を楽しむ心を育くむことを第一義に置いた
広々かな心で、表現のよろこびが育つことを大切に扱いたいと思う。
あらだな『幼稚園教育要領』『小・中学校学習指導要領』では、日本の伝統的な遊び
や行事への指導の重要性が言及された。幼稚園教育要領では「伝統や文化に関する教育
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の充実」として、「正月、わらべうたや伝統的な遊びなど我が国や地域社会における様々
な文化や伝統に親しむこと（幼稚園）が、小・中学校での他の教科においても、日本の古
典／年中行事の理解、などについて指導を充実するべく指針が示され、「古典など我が国
の言語文化（小中：国語）」、「県内の主な文化財や年 中行事の理解（小：社会）」、「我が
国や郷土の音楽、和楽器（小中：音楽）」、「和食や和服などの指導の充実（小：家庭、中：
技術・家庭）」が列記されている。音楽分野では曲の主題や歌詞に、これらの指針や要領
に列記された事柄と関わる内容を有してい る作品が散見される。
そこで本稿では、我が国の文化の一つを構成する色々な年中行事の中から、五節句の
「七夕（たなばた）」とそれを主題とした保育の唱歌「たなばたさま」について、論考を進
めたいと思 う。
2｡ 五節 句の 中の｢ 七 夕( たな ばた)｣
現代の日本で広く行 われている年中行事たなばたは、七月七日の「七夕まつり」のこ
とだが、この行事は「五節句（供）」と呼ばれる季節ごとの祭事（まつりごと）」の中の一
つである。「五」は数字の五、すなわちFive の意であるが、「い かなる言語もその数字に
哲学、宗教、歴史、風俗習慣といった豊富な文化的要素が含まれている」1）なる数の表意
を示すだけのものではない。数字の各々には、またはその組み合せには、数だけにはと
どまらない心象を形作る文化的要素、を孕んでいることへの認識 が大切である。 古来、
中国では数字の奇数は易経や 陰陽道の中で陽と捉えられていたが、逆に奇数が重なる組
み合せは陰に変るものと考えられていた 恆 そこで三と三、五と五、のように奇数の重
なる組み合わせの月 日は陰、すなわち災い（邪）を招く 日として、それを避ける（=避邪）た
めの祭事や行事が行われてきた。 ただし奇数の一と一が重なる日は、年改まり の正月と
言 う特別な日ゆえに、この五節句の祭事から除外し、別の日を五節句の中に組んだので
ある 几 「節」は文字通り節（ふし）を示し、ここでの節とは古い中国の暦法で“季節の変
わり目”を意味する。語句の「句」については「句」と「供」の二通りの表記が行われる
が、現在では比較的簡易な漢字「句」が多用されている。　しかし「供」は仏供、神供など
と用いられるよ うに“供える”の意を持ってい る。漢字の構造を眺めるど 人”が“共”
に、と言 う意で出来ており、供には同じ場、同じ食、を賜るとい う意を含んでいるので、
本来の意から見れば「五節供」が直截的かも知れない。いずれにせよ各節句には、それ
ぞれの季節 の句の植物から生命力 を得て、避邪の願いを強めるため、それぞれの節句ご
とに別個の植物との関連性を有してきた。五節句のひとつ七月七日は、中国の陰陽五行
思想 几 同じく中国 の“星まつり”ど 乞巧奠”の伝来を源とし、それに 日本の農耕文
化での“収穫祭”と祖霊を迎える前の 禊 としての“棚機女”の行事や文化が重なり合い、
やがて 日本独自の「七夕まつり」として、現在に引き継がれる伝統行事になってきたも
のと考えられる。あらためて五節句と称される祭事についてその名称、象徴的植物を列
記する。
一月七日：人日（じんじつ）の節句 （七草の節句）
三月三日：上巳（じょうＵ の節句 （桃の節句）
五月五日：端午（たんご）の節句 （菖蒲の節句）
七月七日：七夕（たなばた）の節句 （笹竹の節句）
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九 月 九 日 ： 重 陽 （ ち ょ う よ う ） の 節 句 （菊 の 節 句 ）
3｡ 現在 の七 夕祭 り の源 流 と文化 の定 着
た な ば た 祭 り は 前 述 し た よ う に 説 話 ・ 祭 事 ・ 風 習 の 三 つ が 融 合 し た も の と 考 え ら れ 、
そ れ を 簡 潔 に ま と め る と 、 下 記 の ① ～ ③ の よ う に あ ら わ す こ と が 出 来 る 。
①　 中 国 の 暦 法 と 牽 牛（彦 星 ）・ 織 女（織 り 姫 ）の 七 夕 説 話
②　 乞 巧 奠 の 祭 事5 ）と邪 避（季 節 の 旬 の 植 物 か ら 生 命 力 を も らい 邪 気 を 払 う ）の 祭 事
③　 日 本 の 機 織 女（だ な げ た つ め）の 祭 事 と農 耕 を 行 う人 々 の 様 々 な 風 習
諸 説 は 有 る も の の 、 ① に 関 し て は 、 遠 く は 中 国 か ら の 暦 法 と 、 今 よ り 遡 る1,  500 年 前
頃 に 中 国 で 書 か れ た 『 荊 楚 歳 時 記 』 の 中 の 次 の 記 述 、「七 月 七 日、 牽 牛 ・ 織 女 、 衆 会 の 夜
と 為 す 」「是 の 日 、 織 女 東 に 向 か う と 。 蓋 し 星 を 言 うな り 」6）に 源 を 辿 れ る 。　こ れ ぱ 牽
牛（彦 星 ）と 織 女（織 女 星 ）の 出 会 え る 日 ” で あ る と 言 うロ マ ン テ ィ ッ ク な 七 夕 説 話 で あ る。
そ し て ② に 示 し た 「乞 功 食 」 と 呼 ば れ る 裁 縫 や 書 の 上 達 を 願 う祭 事7 ）が 同 じ く 中 国 か ら
我 が 国 に も た ら さ れ 、 そ れ が 宮 中 や 貴 族 社 会 の 人 々 の 間 で 裁 縫 や 書 の 上 達 を 星 に 願 う祭
事 、ま た 邪 気 を 払 う 行 事 や 宴 会 と し て 定 着 し た こ と。や が て そ れ ら は 庶 民 の 間 に 広 ま り 、
現 代 に 続 く 「た な ば た ま つ り 」 と し て 定 着 し た と 考 え ら れ る。 ③ の 日 本 の 機 織 女（だ な げ
た つ め ）の 祭 事 と は 、機 織 女（だ な げ た つ め ）ま た は 乙 棚 機（お と た な ば た ）と 呼 ば れ る 古 く
か ら の 言 葉 と 伝 承 が 我 が 国 に あ っ た 。“ だ な げ た つ めﾌﾀ　Clお と た な ば た 言 う語 は 、 早 く
ぁめのわかひこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あめ
も 古 事 記 や 日 本 書 紀 に 見 ら れ 、 古 事 記 で は 天 稚 彦（天 地 御 子 ）と の 関 わ り か ら 「天 な る や
弟 棚 機 の 項 が せ る 玉 の 御 統 御 統 に 穴 玉 は や み 谷 二 渡 ら す 阿 遅 子 貴 高　 日子 根 の 神
号。 と うた ひ き｡ 」と記 さ れ て い る8 ）。時 代 が 下 り『 古 今 和 歌 集 』で は 第418 番 、笞 豫享 年
の うた に“狩 り 暮 らし た なげ たつ めに 宿借 らむ 天の 河原 に我 は 来に けり” が見出 せ る。
さらに こ の一節 は平 安 中期（1001 年 頃）の清少 納言 に よる『 枕草 紙』で ぱ 天 の川原 、「七夕
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つ めに 宿 から ん」と、業平 が よみた る もを か じ9 ）の記 述 かお り、「天 の川（=星 まつ り）」
と「だなげたつ め（=棚機津女）」の語彙は、古事記の時代から平安期へも脈々と受け継が
れ､ 人々に知られた語彙であり、宗教的な行事との融合がなされたことが解る汗 線筆者）。
なお平安時代から脈々と受け継がれる乞巧奠の行事は、近年も執り行なわれていること
を、白洲正子の覚え「お公家 さん」は伝えてい る10）。
ここであらためて江戸期の類書で元は全560 巻に及び、その質・量ともに近世の代表
的な書とされる『古今要覧』を眺めると11）和綴じ巻六の「時令部七夕」でぱ たなばた
の語句が詠み込まれた膨大な詩歌が採らてお り、そこには和泉式部、山部赤人など、現
代人にも馴染みある人々の作を見ることが出来、い かに七夕（たなばた）の祭事が日本の
文化に早くから、また広く、根をおるしてい たかが伺い知 れる。七夕を“ひちせぎ で
はなく、通称 「たなばた」と読むことについ て付言すれば、 日本の農耕神事に表れる元
の語彙「織女（だなげたつめ）」「多奈婆多（たなばた）」「棚機（たなばた）」「棚幡（たな
ばた）」などと記されている事とともに、多く の古典籍でその上うに記載されてきたこと
を半澤はその大著で示している 口。　これらの物語の伝承に関連し、音楽の面から付言す
れば昭和37 年、その年の芸術祭賞をRKB 毎日放送が受けたが、それは合唱曲 く火の国水
の国の譚〉（清水脩：曲／木原孝一：作詩）に対してであっ た。　この作品の中で、登場人
物の“じい（爺尸 は冒頭からつぎのように語る 白。
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「 む か あし そのむかあし　二の世 が　火 の国 と　水 の国 でできておった頃 ‥・火 の国 に
呼ぶ機織 姫 があったそうな‥･ さよう　さよう　神 マにお着せもうす衣の布を機 織って
に　祝いの酒とともども　神 マにおつかえもうすのが機 織姫じゃ･･･」
おとたなばたと
平に一 度の祭 日
作品はこの言葉を皮切りに、壮大な天地開闢の物語が続くが、このことからも“おとた
なばた ど 機織姫”の同一性は、日本の近代音楽作品の中でも理解され、歌詞として
用いられていたことが解る。たなばた祭りは「竹の祭り」と称されることは前述したの
で、以下にはこれまでの文脈を引き継ぎ、「竹」とは何であるのか、の考察に進む。
4｡1 竹 に対 す るい にし え人 の想い
たなばたの祭事は、竹の祭りとも呼ばれる。かっての江戸期では子どもを取り巻く日
常の生活の中では、竹（笹）は現代とは比べようも無いほど人々の身近に存在した。物干
し竿／竹箒／玩具の数 （々竹とんぼ・竹返し・竹拳玉・竹鉄砲・竹馬・凧揚げ）／ざる／
籠／水筒／柄杓／傘／建築資材／家屋の中での竹／など挙げればまだまだ枚挙に暇がな
い 白。竹は単に便利な生活道具の素材としてのみ存在していたのか、それとも、竹に対
しては道具を超えた何かしらの思いが底辺にあったのか、古からの日本人の持つ竹への
思いについて論考を深めたい。現代でも、例えばお正月の飾りである「門松」には、必
ず松、竹、梅が用いられる。　この三種が用いられることは、新年を迎える象徴としての
門松に人々が託している願いや、寿ぎの象徴、としての思いが共通理解としてあるから
と言える。松は冬でも枯れることのない常緑性と大樹として育つことから、不老不死・
長寿の象徴であり、梅は冬の雪の中で最も早く咲き出す樹花、そしてその香りの美しさ
から苦節を乗り越える力の美を感じとっていた。竹はまっすぐに伸び、成長が早く、風
にも折れることなくしなる力強さ、幹の中が中空であることは、腹蔵の無いさまとも繋
がり、繁栄と清らかさの象徴として、
またそれにあやかると言う願いを託
するものとして、人々が伝承して来た
思いを指摘できる。　これらは「松竹
梅」と言う語彙の存在を生み、古来か
ら吉祥の組み合わせ語彙として、また
しるしとして用いられてきた。その証はさらに「歳寒三友」と言う語彙の存在にも表
れている。では語彙「松竹梅」の組み合わせは　日本でいつ頃から親しまれ始めた
のであろうか。図１で示す17 世紀中期の江戸時代の古典籍『中華若木詩抄』は僧侶の
如月が記したものであるが、その書中に「竹八、松・竹・梅ノ三友トテ、梅・松卜盟ヲ
結ブぶ者也」が見られることから、その頃にはこの語彙の組み合わせが定着し始めたも
のであるうと考えられる白。　さらに、この抄の三十四の句には「只唐応柮敬不唐侮／一
雨明朝皆化龍」とある。　この大意は、どれほど若い竹だと思っても、後を残している人
を敬うべきである。侮ってばならない。稚い竹でも一雨の力を得ると、たちまち龍と化
するものである16）、として竹に最強の力を持つ龍の存在を重ね合わせていることも、極
めて重要な観点とおさえておきたい。　ここでは五月に歌われる唱歌〈こいのぼり〉の歌
詞、“百瀬の滝をのぼりなば、たちまち龍となりぬべぎ との強い相関を見ることも出来
る。『和漢朗詠集』の中では「憶得少年長乞巧　竹竿頭上願糸多（憶ひ得たり少年の長く
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乞巧することを 竹竿の頭上に 願糸多し)と古来の乞巧奠の祭事と竹飾りの相関が書き
とめられている 白。ちなみに現代でも、一般社会で竹が神事に関わる場として、大都会
はもとより全国で広く行われている行事に地鎮祭と呼ばれる祭事18)かおる。　この祭事は
建築工事に際して、上地の四隅に竹を立て回し、注連縄( しめなわ) で囲い、お供えと
なる神饌を供えて、その地の霊の鎮めと安寧、工事の無事完成、を祈る行事であり、わ
が国の各地で今も広く実施されている。四隅に竹を立て注連縄で囲われた部分は清浄域
となり、そこに神を招き依代とする、と言う考えによる。　この地鎮祭に関する日本最初
の記述は、日本書紀における持統天皇の御代(690-697)に、｢甲子に、使者を遺して、新益
京を鎮 祭 らしむ｣ の記述を見出せるので19)既に1, 300年ほどの伝統を継承しているこ
ととなる。　このような諸例から、現代では竹(笹)に、かってのような精神性は希薄とな
ってはいても、竹は日本の文化に深く根ざし、今もなお人々の生活の随所で用いられて
いるモノとして、特別な視線を投げかけておく必要かおる。では、書物などに余り縁を
持っていない市井の人々、庶民階層の間では、植物の｢ 竹｣ とたなばた祭りがどのよう
に受容されていたかと言う点について、庶民の生活の姿を辿るために、江戸期の絵画(浮
世絵)や文物から、七夕祭りのありようを検証してみる。
4-2 絵 画 に描 かれ た 「たな ば た」 を眺 め る
江戸期の庶民が手にする絵画と言えば浮世絵を第一にあげられよう。浮世絵は代価も
手ごろで20）その図柄は日本の名所、市井の生活、美人画、役者絵、風俗画、が多 かっ た。
図 ２は奥村政信による江戸時代初期の浮世絵「牽牛と織女・七夕祭」21）である。画の上
には天の川を挟み、織女と牽牛が会 う中国の伝承が描かれ、図の下には笹を立て、短冊
に願い事を書き吊るしている女性、また技芸の上達を願いもろ もろの楽器が描かれ、乞
巧奠の祭事の配置が読みとれるとともに、七夕祭りと乞巧奠の関係性の密なることが読
みとれる。 図３は、文化3 ～5（1806-1808 ）に描かれた菊川英山 画の『風流子宝十二月』
「文月」である22）。ここでは文月（七月）と書かれ､ 画中では床几に向かう三人の女性と墨、
硯、短冊、そして筆を持って書を見比べているような情景が描 かれてい る。　これはまさ
に手習い の上達を目指した乞巧奠の風習の流れが、町衆の女性 の間でも七月の行事とし
て行 われていたことの証左となる。 図４は国芳による「子供遊」図23）。画面を斜 めに分
割する大きな二本の束ねられた竹 と、そこに五色の短冊を括り付け、親子で竹飾りを作
つてい る主 題 が描 か れて い る。 團 中に は 「子 供 遊 五 節 句の うち七 月」 と記されており、
笹飾りが節句の
風物詩になって
いること、また
背丈 より高い大
きな竹飾りが作
られていたこと
を示している。
図 ５は、国芳よ
りもさらに時代
の若 い 安政3(1856) から5(1858) 年 に 、 歌川広 重 によっ て描 か れた 連 作浮 世絵名 所絵 の 中
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の 第73 景 「市 中 繁 栄 七 夕 祭 」 である24)。　ここでは画面手前の居並ぶ家屋から遠景に
かけて､ 市中に七夕飾りが空高く 林立している様が
伺える。　ここで注目すべき点け、短冊のみならず、
大福帳、ひょ うたん、紙細工、吹き流し、などが賑
々 かに笹竹に飾り付けられてい る点てある。ここに
は書や裁縫の上達を願 う祭事から、現世の商い、大
漁、お金、裕福、といった願いを託する祭事への拡
がりと変遷の様が見てとれる。 次に幕末の天保
9(1838) 年刊の『東都歳時記』25)に描かれた見事な
「たなばたの日の様子」図６を眺めたい。これは何を今に伝えるのか。ここでは右側に
江戸城の内堀、そして大名・旗本が祝いを言上するための行列、左側には見事な背高
い七夕飾りが、江戸の遠い彼方までなびいている様が描かれている。当時の民家は二
階建てであったので、江戸の町内はるかまで､延々と林立するたなばたの竹飾りが人々
の目に入り、壮観な風景となっていただろうことが伺い知れる。
4-3 日 本 の 文 物 が 伝 え る 吉 祥 紋 と し て の 竹
庶民が生活の中で用いる衣服、家具、食器などを見ると、
竹の紋様が用いられてい るモノを多く見出すことが出来る。
本章では器、とりわけ命をつなぐ食器として用い られた江
戸期の器（=古伊万里）を検証す る。図7　26）に示す 大皿は
器体の中心文様そのものとして、古木の松を中央に配し、
右下方には梅樹、器体の全般に笹竹が描かれてい る。　口縁
文様は墨弾きによる梅花が描かれ、すべてに目出度い図柄
の大皿である。図8 27）は段重と呼ばれる器体であるが、そ
れぞれに竹、そして雀が描かれている。竹と雀は竹林の鳥
としてしばしよく描かれるが、この場合の雀はふっくらと
した（膨らんでい る）描き方により、別名、膨 雀 とか福良雀
とも呼ばれた。　たっぷりと餌をついばんだ、すなわち豊作
の吉兆、として竹と福良雀の二重の吉祥紋が描かれている
こととな る。　それが三段と言う陽 （吉）の数で重なること
にも吉兆の重ね、として寿ぎ の意を強化してい る。図9　28）は蛸唐草の全体紋の
中で、見込みの部分に「環状松竹梅」が描かれる。 松・竹・梅の三つの吉祥紋
が途切 れることなく繋がる環状紋様は多くの器体に描かれ、時には小さな猪口
の見込みにさえ描かれる場合もある。 古伊万里は江戸期から人々の間で用いら
れた器で、時にはその裏面底部に“富貴長春”や“寿’‥‘福”の文字が書かれる
ことも多く、日本では食器の類にも吉祥・吉兆への願いを託していたことが解
るとともに、その象徴的紋様として竹の図が定着していた証左 となる。ここまで
述べたような竹に対する想いは、現代人には希薄になっているが、形式として、また
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は伝 統紋 様 とし て、 竹紋 様を 用い たモ ノや 行 事は 引き 継 がれて い る。
5｡ 「た なば た さま」 歌 詞・ 旋律 、 音楽 構造 、の 分析
〈たなばたさま〉は、権藤はなよ、林柳波の詩、下総皖一の作曲により、1941 年の国定
教科書『 ウタノホン・下』の第 ７曲目29）を飾る唱歌として初出。以来、現在まで多くの
人々に歌われ、愛されてきた歌と言える。また本曲は「国民学校の音楽教科書中もっと
も成功した端正な名曲」30）「この曲集最高の収穫だろ う」31）と評 される作品でもある。
曲中には「たなばた」と言う語句は一度も登場しない。　しかし冒頭の一行目は本曲の主
題である「たなばた」の代名詞とも言える「竹（=ササ）の節句」を想起させる言葉、“ さ
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さのは さらさら”で開始され、オノマトペの“さらさ
ら”により、聴き手は一気に眼前のササ飾りの世界に引
き込まれる。歌詞の語数律は、歌詞行の下に示した数字
のように、各連ともに8797/8797 と言 う定型リズムを
備えている。語数律の感じ取り方にもよるが、これは、
冒頭の８を基調として、七に減り九に増えると言 う振れ
る感覚、言い換えれば、減ったり、増えたり、と言 う“揺
れ”を感じ取ることも出来る。“揺れ”すなわち 短冊
などの飾り物で飾られたたなばた飾りのゆれﾌﾀ　　Ciおほ
し さまのまたたぎ　 それらを 見つめる子どもだもの
嬉 しい 心の 揺れ 、に 語数 律 のリ ズ ムを託す こ と も出 来よ う。 歌詞を 構成 す る全62 モ ーラ
の母音構成は、Ａ母音が27 語、Ｉが15 、Ｕが5 、Ｅ
が2 、Ｏが10 、（Ｎは3 ）、で圧倒的にＡ母音が多い。
たなばたさまの歌詞を構成する語句、その母音の割合
をグラフにしたものが、図10 である。またその他に
も、各連の ３ 行目には「おほしさま　きらきら」と同
じ歌詞が定位に配置されている。　これは、この歌詞 の
一つ の特徴であり、おほしさまがきらきらと輝いてい
る…、その不動の、動かざる夜空の神聖さを、歌詞を
変えることなく表出するのに効果を もた らしてい る
２モー
３％
５芒－ラ
８％
歌詞を構成する母音の割合
Ｎ母音
と感 受 す るこ とがで き る。３ 行 目の 「キ ラキ ラ」 の オ　　 ［図10 ］
ノマトペを構成するＫが、４行目の「きんぎん」のＫと響き合うことへの感受も大切であ
る。歌詞の二連の４行目、すなわち最終行では、おほしさまが“そらから みてる”と星
を主語に置き換え、その擬人化に移ろ。おほしさまは、子供たちが一生懸命書いた願い
事の短冊を、そしてその願いを、ちゃんとお空から見てくれている、と言う星と子ども
だもの心の交流、その実現、を歌の終わりに配置し、本曲「たなばたさま」は、親子の
喜びの気持ちと充足感で、歌詞を閉じる仕組みとなっていることに留意したい。
次に楽曲の音楽構造を見て行く。音楽は2/4 拍子　へ長調　全16 小節。旋律は５音音
階で構成される。またリズムは４分音符／8 分音符／4 分休符のみで書かれており、極め
て単純な素材だけで構成されていることが解る。また各４小節構造の各段の最後の拍は、
すべて４分休符が置かれ簡素な安定感を醵出する。唯一の音符、４分音符と８分音符は
２ １
XJ コ　０形でしか出現しない。曲は４小節構造で、最初０ １プレースは上昇進行を、
その最後の音ａを受けて、５小節目からは（ミ→ソ）（ソ→ミ）（ド→ミ）と３度の上行
下と行を繰り返す。
m== ｍ 四 ←
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次 の フ レ ー ズ は 、 “ さ ら さ
ら”の“ ら≒こ与 え られた「ミ 」
と言 う階 名 音を そ のま ま受 け
て 開始 される。そ して続 く「の
き ば に ゆれ る」 は、 音 楽構 造
の面 では ド ミナ ント に よ る唯
一 の 半終 止 を構 成す る フレ ー
ズで ある。こ の語句「のきば 」
の意 味を 多 く の現代 人 が理 解
で き ない こ とに つい て は、 原
32）が指 摘 して い る。 次 に、 音
楽 の 後 半 二 段 を 見 て 行 く 。
「お ほし さま　 き らき ら」この
個 所 は歌詞 の1 ・2 番（連）とも
に、同じ歌詞が置かれている部分である。　ここは全体的に声域が比較的高い音位で構成
されているが、これは夜空の輝く星、と言う歌詞と整合性がとれていると言えよう。最
後の段け、唯一の”下行形旋律”で開始され、また唯一の広い四度の跳躍音程を含めて、
やはり六度にわたる（“ぎん”から”すな”の箇所、ソドレミ）上行など、豊かな旋律で
曲が閉じられる構造となっている。歌詞の各行に与えられた旋律の形態を整理すると、
旋律の図形的な特徴は下記のようになっている。
１行目　上行進行
２行目　（二つの）山型と山型
３行目　山型と下降進行
４行目　谷型と山型
次に旋律に用いられる最高音と最低音の配置を見てみる。最高音は２行目の1、2小節
と３行目の２小節目に置かれるd2 、該当部分に置かれた歌詞は、１番では「のきば」「お
ほしさま」となっており、空間の高い位置を示す語句で前述したように、整合性が見事
にとられている。２番は「わたしが」となっているが、短冊を書いた自分といったものが
主人公となり、お星さまの心と自分の気持ちが繋がっているという昂揚感としてこの高
音を表現上で活かしたい。最低音は、楽曲の冒頭と終わりの４行目に置かれている。
では、次に「たなばたさま」の歌唱表現法について述べる。
冒頭の歌詞は「さ」と言う子音が８文字中４文字を占めており、「さ」が連続して多用
される。歌い出しの“ささのば の“ざ は、Ｓの子音を早めに出し、「ササの葉」と
言う語感の持つ清涼感、またこれまで述べた「竹やササの持つ、特別な存在としての霊
感のような思い」を感じ取りながら、その語感と思いを表すよう発語したい。　しかし同
じ“ざ でも、３から４小節の「さ」は、オノマトペの「さ」であるので、その擬音を描
写するような工夫が求められる。しいて言えば、冒頭のＳは名詞としての安定した発語、
ここのＳは動きの伴った動感のある発語、と表現できようか。また冒頭の１節「ささの
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は　 さらさら」は上行旋律を歌い 切らねばならない ので、しっかりプレ スを取って準備
することが欠かせない。　冒頭から ４小節目までは「さ」の子音が ４回登場するので、Ｓ
の子音の擦音を効果的な響きとして歌唱に用いることも大切であ る。 またほとんどＡ母
音で構成されているので、声の明度は七夕の日が来た喜びを託した明るい爽やかな声、
を基調に置きたい。２行目の「のきばに ゆれる」の箇所は、山型で、かつ最高音を持つ旋
律である。最高音を歌い上げ るとい う気持ちと声のエネル ギーの推移（これを声を運ぶ
とい う）について注意をすることが必要である。 “のきばに”の示す意、軒端はこども
の身長からすれば、ずいぷんと高い位置にあり、それを見上げるからこそ、その先にあ
る次のフレーズの「おほしさま」が視界に入る。 では、この視界の上昇をどう声で音楽
表現するかと言う問題になるが、目線を上方に上げるだけでなく、共鳴点をさらに頭部
に移行させ、響きを上方に移す「共鳴点の移動」、頭部共鳴の割合を増やす、と言うテ
クニックを用いたい 箇所であ る。　さらにこのフレーズでは、歌唱表現力を左 右する大切
なテ クニックを付加することが必要である。 それはアゴーギクＯｇり琵そ＝微妙なゆらし）
を用いることと、“ゆれる”は日本語のアクセントに従い、“れ”に重心をかけて発語
すると同時に、かすかにテンポ感を揺らして動きを付加するとい う、細々 かな歌唱法の
テクニックを入れ込みたい。なお、２行目となる楽譜上８小節 目の進行（ド→ミ→レ）と、
４行目の最後の16 小節の進行（レ→ミ→ド）は、逆向き、鏡文字、のようになってい る点
も、なかなか興味深く思われる。
二番の歌詞ぱ ごしきのたーんざくー”と歌い 出される。　ここの五色（ごしき）が示す
色につい て、教員志望の学生にその色を尋ねたところ、殆どの学生から正解を得ること
は出来なかった。五色に対する考え方について、村瀬33）は考古学研究の立場から次のよ
うに述べる。「五色の考え方には大きく分けて二説ある。一つは本火上金水の五元素で万
物が構成されているとする陰陽五行説によるもの。　もう一つは地氷火 風空の五元素から
物心両世界の構造を説く仏教の五大説による」と。ただし、いずれの説に立脚しようと
も、その元素を象徴する色は、青／赤／黄／白／黒の五色である。　こ うして色の確定と
その色に託された観念を明白に心に持って、この二番の出だしの言葉“ごしきのたｰ んざ
くｰ”を受け止めたい。　このように １ 連の歌詞は、たなばたの笹飾りが架 けられた情景、
そしで さらさら”、“ ゆれる”、“きらきら”、“砂子”とゆるやかな動きを感じさ
せる語句がちりばめられ、軒先から夜空への広い 情景の描写が主となっているが、２連に
入ると、ただちに“五色の短冊”と視線の焦点が集約 され、それを「私か書いた」と自
己の存在に焦点は移り行く。　きらきら輝くお 星さまは、それを見て（くれてい）る、と確
信にみちた歓びを告げ、音楽は余韻を残して終止するのである。
さい ¥. や丶
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日本の文化としての五節句、その節句の一つを主題とした歌「なばたさま」の中に歌
い込まれている七夕（たなばた）行事、可能な限り原典に遡る作業を重ね作品の揺るぎな
い解釈を得るための論考を進めてきた。そしてこれらの論考を基とした作品解釈と歌唱
表現法を論述した。現代では同じ五節句でも五月五日の“端午の節供”は「こどもの日」
と名を変えて国の祝日となっているのに対し、七月七日の“たなばたの節句”は、明治 ６
年の「太政官布告類篇」により旧暦から新暦に移行することに伴って、祝 日から外され
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て今に至っている34）。五節供廃止以前は明治３年の「太政官布告57 号」により、正月朔
日／正月15 日／3 月 ３日／5 月 ５日／7 月 ７日／7 月15 日／8 月 １日／９月９日／9 月23
日、が（9 日）が祝日とされていた35 ）ことを思うと、現代まで受け継がれる“たなばたの
節句”に対する人々の愛着への思いに胸打たれる。
たなばたにまつわる行事や営みは、単なる笹飾りだけではなく、七夕笠懸や七夕云々
といった言葉や行事が今も伝承されてい るよ うに、日本の文化と伝統の中にしっかりと
根を張っ ており、これを主題 としたうた「たなばたさま」も大切に伝えていきたい うた
であると言える。しかしそれは表面的な伝承ではなく、ここに論考したよ うに1000 年以
上昔からの日本民族の文化と、中国からの伝来文化、二つ の国際的な文化の融合、と言
った多くの価値を引き継いだ上での正しい伝承であることが望まれる。本行事を主題と
じ 子どもたちが楽しめるうた、歌えるうた を「たなばたさま」と位置付けると、本
作品の背景に備わる長い歴史の重み、文化、それらへの正 統的な評価、を大人 の視点か
らしっかりと保持して、このうたと行事をこれからも大切に広く伝えていきたいと思う。
参 考文 献
秋山正美：子どもの昭和史　 童謡・唱歌・童画100 、別冊太陽、p. 126. 1993 年
茨城民俗学会･編：子どもの歳時と遊び、第一 法規出版、p.108. 昭和45 年
上笙一郎･編：日本童謡事典、東京堂出版、pp. 224-225. 2005 年
遠藤寛一：七夕説話と「長恨歌」について一長恨歌の研究（7）－、江戸川短期大学紀要15 、
pp. 18-39.2000 年
大曾根章介/堀内秀晃：和漢朗詠集 新潮日本古典集成、新潮社、pp. 85. p. 166. 昭和58 年
大橋康二：古伊万里の器の普及、和洋の意匠 古伊万里、pp. 5-6. 朝日新聞社、1992 年
奥村恒哉/校注：古今和歌集　 新潮日本古典集成、新潮社、pp. 80-83. 平成.24 年
岡木崎堂：風俗明治東京物語、河出文庫、pp.108 」09. 昭和62 年
小川 啓 司： そば 緒 口絵 柄事 典、 光芸 出版 、pp.  32-39. 昭 和49 年
大久 保 純一 ：錦 絵 の値 段、 世絵 図鑑･ 別 冊太陽 日本 のこ ころ 、 平凡 社、p. 180. 2014 年
尾 崎雄 二郎 ／大塚 光信 ： 中華若 木詩 抄・ 湯 山聯 句抄 、 新 日本古 典文 学 大系53 、岩 波 書店 、
pp.47-48.1995 年
小野武雄：江戸の祭事風俗誌、展望社、pp.  213-217. 昭和58 年
小野武雄：江戸物価事典、展望社、p. 348. p. 401. 昭和56 年
勝俣 隆：天稚御子像の変遷に関する一考察「天若日子」から「天稚御子」へ、長崎大学教育学部
人文科学研究報告55 、1997 年
川口謙二・池田孝、他:年中行事・ 儀礼事典、東京美術選書19 、東京美術、pp. 127-128. 平成 ９
年改．
川田壽：江戸風俗・東都歳時記を読む、東京堂出版、pp.104-107. 平成５年
菊池貴一郎：江戸府内絵本風俗往来、青蛙選書9 、青蛙房、pp.120-128. 昭和49 年（明治38 年復
刻版）
喜多川季荘：類聚近世風俗志、原名・守貞漫稿、国学院大学出版部、pp. 180. 明治41 年
木俣修：わらべ唄歳時記、北辰出版、pp. 81-84. 昭和32 年
斉藤月岑・朝倉冶彦･校注：東都歳時記2 、東洋文庫177 、pp. 152-156. 昭和48 年
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桜井　 満：節供の古典 花と生活文化の歴史、雄山閣出版、pp. 52. 136. 平成 ５年
皿木喜久：祝祭日の研究、閣川書店、pp. 102-111. 2001 年
白州正子：遊鬼、新潮文庫(初出：芸術新潮55-9.)  pp. 72-74.平成10 年
菅 野禮 行･ 校 注： 和漢 朗 詠集 、新編 日本古 典文 学全 集19 、ﾉ｣ヽ 学館 、pp.  122. 1999 年
宗懍/守屋美都雄･訳注：荊楚歳時記、平凡社東洋文庫、ppl93-194. 昭和53 年
竹西寛子：古今集の世界、朝日選書、朝日新聞社、pp. 73.-77. 1996 年
手塚和夫：祝日考、三重大学教育学部研究紀要 人文・社会科学、pp. 33-48. 1995 年
寺尾善雄：中国伝来物語、河出書房新社、pp.190 」93. 昭和57 年
中村幸弘：日本の童謡、右文書院、pp. 245-248. 平成20 年
酉角井正慶：年中行事辞典、東京堂出版、pp. 464. -467.昭和33 年
原 祐子：保育における子どものうた、四天王寺大学紀要 第47 号、p.198.2009 年
半澤敏朗：童遊文化史 第一巻、東京書籍、pp. 284-358. 昭和56 年
平出鏗二郎：東京風俗志・上、筑摩書房、pp. 232. 2000 年
平出鏗二郎：東京風俗志( 和装本)、富山房、中巻pp.  40.下巻pp.  136. 明治35 年( 平成２年復刻
版)
森ま ゆみ:大正美人伝 林きむ子の生涯、文芸春秋、pp. 246.302. 平成12 年
屋代弘賢：古今要覧、我自刊我書/和綴版の時令部:巻六、文政4(1821) 一天保13(1842)
村瀬勝樹:地鎮・鎮壇の考古学的研究、奈良大学大学院研究年報Vol.  3.、pp.155-161.1998 年
不詳：建武二年記、国立国会図書館NDL 、デジタルライブ ラリー
如月寿印：中華若木詩抄、成立年不詳、文禄三(1594) 年の写本、京都大学/谷村文庫蔵版
注
1｡ 林翆芳：中国語と日本語の数字に見る文化的要素に関する一考察、高知大学留学生教育 第 ７
号、pp. 31-44. 2014 年、林は多彩な数字の例を挙げ、日中両国の人々の数字に対するイメー
ジの相似点と相違点を論述している。
2. 宗懍・守屋美都雄：訳注、 荊楚歳時記、東洋文庫、324. 平凡社、pp. 193」94. 昭和53 年、守
屋は「七は陽の数であり、その陽が重なるところに古代の中国人は特別な意義を認めたのであ
ろう」とし、この日が尊ばれた証拠として『西京雑記』『列仙伝』『博物誌巻八』などを例示
し、「七月七日が古来中国人に特別な日と考えられたところ から、両星相会の日もこの日に行
われるように考えられるに至っ たのであろ う」との解釈を示している。
3. 貝原恥軒（好古）：日本歳時記一 巻、30 丁、日新堂刊、国立国会図書館、NDL、　貞享5(1688)
年、一月は別途の七日に置き換えた。それは「人 日」と言い「七日人 日といふ。又霊辰ともい
へり。人は万物の霊なれば、かくいふとかや。和俗にいへる五節句の初なり。今日七草の菜 粥
を製し食う」として、現代も食習慣として見られる「七草粥」を食することへの習慣が、江戸
期初期の民間の間で慣例になっていることの記述が見られる。
4. 寺尾善雄:中国伝来物語、河出書房、pp. 190-193. 昭和57 年、「陰陽道は天地間の万物を作
り出す相反した性徳をもつ二様の気で、たとえば日・南・昼・春・男を陽とし、月・北・夜・
秋・女を陰とする。五行説は、宇宙を支配する力を木・火・土・金・水、としてこの盛衰消長
により宇宙は循環、人間もその支配を受ける、として物事を進めた」
5. 乞巧奠の祭事とその我 が国への伝来、受 容については下記の論考に詳しい。
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李守愛：日本の平安時代における「七夕」・「乞巧奠」の受容の課程について、成大宗教興文
化旱報 第七期、国立成功大旱中、国文旱、pp. 71-90.2006 年
6. 宗懍・守屋美都雄：訳注、 荊楚歳時記、平凡社東洋文庫、p.179. 昭和53 年、ここでは他に
も「愽玄の『擬天閣』に云う。七月 七日、牽牛織女、天河に会すと」など同様な内容の記述が
見られる。
7. 宗懍・守屋美都雄：訳注、 前掲書、p.  190.「七夕の乞巧」の項目にその詳細が記されている。
8. 勝俣 隆：天稚御子像」の変遷に関する一考察「天若日子」から「天稚御子」へ、 長崎大学教
育学部人文科学研究報告55.  pp. 1-17. 1997 年､ 勝俣は天稚御子と天若日子像の変遷について、
「古事記」「日本書紀」「古今集」「宇津保物語」などでの記述の比較検証を、先行研究と合
わせて綿密に論述し､それらの中で弟棚機（おとたなばた）と言う語句の書かれた歌を取り上げ
るとともに、天稚彦（天地御子）に音楽神的性格を読みとることが出来ることや、七夕の彦星に
比定されることを論じている。
9. 松尾 聡、永井和子：校注、清少納言『枕草紙』新編日本古典文学全集18 、平成９年、p. 115.
「河は」の段。
10.白州雅子：お公家 さん、芸術新潮 昭和55-9 、昭和55 年、白州は京都の冷泉家における乞功
奠の祭事に招 かれた折の記憶を「ここでは無言のうちに､威儀を正して､楽を奏しはじめると、
彼らは申し合わせたように陶酔状態におちいり、糸竹の声の中に没入して行く、もうその頃に
は夜は更けて、紙燭の火影に呆けた白い顔が明滅し、心は遠く平安の昔に還って行くようであ
った」と記している。
11.『古今要覧』文政4(1821) 年一天保13(1842) 年に成立。江戸後期の国学者である屋代弘賢の調
進。「我自刊我書、和綴じ版の時令部:巻六」ではその冒頭 より、本巻のほぼすべてが七夕の
記述によって埋められている。
12.半澤敏郎：童遊文化史第三巻、東京書籍、pp.284-285. 昭和55 年、本書には七夕の行事の受
容過程に関する多彩な見解が詳述、紹介されている。それによれば、『宇津保物語』『源氏物
語』『和泉式部日記』『栄華物語』『徒然草』『平中物語』『増鏡』などの多くに渡る。
13う青水脩/木原孝一：〈火の国水の国の譚〉音楽之友社、pp. 5-10.昭和50 年
14.喜多川季荘：類聚近世風俗志、原名『守貞漫稿』、国学院大学出版部、p. 180. 明治41 年、江
戸期の天保年間にまとめられた本書では､竿竹賣が江戸市中に数々の用途のために売り歩いて
いたことが、また「京坂は荒物店にて之ヲ賣のみ 江戸は荒物店及び番太郎にもヲ賣又蓑に積
て荷ひ賣巡る三都ともに價大略三十六文許」と、竹箒売が営まれていたことなどが記されてい
る。
15JD 月寿印「中華若木詩抄」17 世紀中期の成立。唐宋の詩人と日本の禅僧の漢詩二百六十編に
注釈を付した書籍。文章語的性格の濃厚な文体の仮名抄で、その第三十四「稚竹可人」の漢詩
に所載されている。 図は文禄 ３年の写本。 京 都 大学谷 村文 庫蔵 版 の冒頭及び34 丁。
16. 尾 崎雄 二郎 、 大塚 光信 ： 中華若 木詩 抄 湯山 聯句 抄 、新 日本 古典 文学 大系53 、 岩波 書
店 、pp.47-48 バ995 年 、 の訳 出
17. 菅 野禮 行: 校 注： 和 漢朗 詠集 、新 編 日本古 典 文学 全集19 、 川ヽ学 館、p バ22.  1999 年
こ の漢詩 は 白居 易(772 ～846) の作。
18.村瀬勝樹：地鎮・鎮壇の考古学的研究、奈良大学大学院研究年報VO ↓｡3. pp. 155-161. 1998 年
なお、この祭事は神道では地鎮祭、仏教では密教において地鎮・鎮壇、宗派により案鎮、宅鎮、
土公供と呼ばれること、ならびに興福寺南円堂の平成大修理による遺稿調査により、五宝 五穀、
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五色 糸 の残 髭 滓 が発 見 された こ とを 、報 告し てい る。
19. 小島 憲之 、直木孝 次 郎、他校 注：日本書記｢ 編 日本古 典文 学全 集 ４日本書 紀 ③、小学 館、p.  521.
1998 、 ここ で記 され た新 益京 と は藤原 京 を、 甲子 は10 月27 日を 指す。
20. 大 久 保 純 一 ：錦 絵 の 値 段 、浮 世 絵 図 鑑・ 別 冊 太 陽 日 本 の こ こ ろ 、平 凡 社 、p. 180.  2014.
小 野武雄 ：江 戸 物価 事 典、 展望 社、p.  348 、p.  401. 昭和56 年 、 通常 の浮 世絵 はお よそ16 文
か ら24 文程 度 の安価 で あっ た。　これ は 当時 の蕎麦 一 杯 の代 金と ほぽ 等し い。
21. 奥 村政 信、貞 享3(1686) 年 一宝暦14(1764) 年 、江 戸時 代 前期 の浮 世絵 師 、かつ版 元。 本画 の所
蔵 ：熱海 美術 館 、P.  D.
22. 菊川 英 山、英 山 は江戸 期 後期 の浮 世絵 師。 本 作は 文化3 ～5(1806- 08) 年 に 描 かれた。
The Museum of Fine Arts 、　Boston.P.D.
23. 歌川 国芳 、 国芳 は寛 政9  (1798) 年 から文 久元(1861) 年 ま での 江戸 期末 期 に活 躍し た浮 世絵 師。
一
出典 は 、The Museum of Fi  ne Arts 、Boston.  P. D.
24. 歌川 弘重 、名 所江 戸 百景 、国 立 国会 図書 館画 像1-8-2-1 、出版 者魚 栄 、安政 ４、 請求記 号 寄別
書誌ID 、 国立 国会 図 書館( 安政 四年1857) 七月 、秋 の部
25. 斉藤 月 岑：編纂：東都 歳時 記は 長谷 川 雪旦 の画 に より江 戸 市民 の風 俗や 暮 らし など を描 き、天
保9(1838) 年 に 刊行 された も ので ある。　しか し書 中 の図 な どは時 代 を さら に遡 る もの も多 い。
25. 朝倉 冶彦 校 注 ：東 都 歳時 記 、東 洋文 庫177 、pp.  152-156. 昭 和48 年
26. 古 伊 万 里 染 付 松 竹 梅 紋 尺 皿 、 径30cm. 高4cm. 筆 者 蔵
27. 古 伊 万 里 染 付 三 段 重 竹 福 良 雀 図 、 径16cm. 高 さ1  2. 2cm. 筆 者 蔵
28. 古 伊 万 里 染 付 蛸 唐 草 七 寸 皿 、 径21cm. 高 さ3.  5cm. 筆 者 蔵
29. 国 立国 会図 書館デ ジ タル ライブ ラリ ー『 ウ タノ ホン 下J  NDL.call Number272.1-18.
30. 赤井 励 ：原 典に よる近 代 唱 歌集 成 解 説・ 論 文・ 索引 、p.85.2000 年
31.『司上書 、p.  82.
32. 原 祐子 ：保 育にお け る子 ど もの うた 、 四天 王寺 大学 紀 要 第47 号、p.198.2009 年 、
子 ども の歌を 取 り巻く 諸 問題 につ い て論 考を 行い､ そ の中 の一 つ に歌 詞理 解に 無 理が ある と思
われ る 例と して｢ た な ばた さま｣ の“のき ば" は 幼児 教育 に携 わろ うとす る学 生 が理解 で きな
い語 句 の例 だ と指摘 す る。
33. 村瀬 勝 樹 ：地鎮 ・鎮 壇 の考古 学的 研 究、 奈良 大学 大学 院研 究年 報 、Vo1.3 、p.  159 」60.  1998
年
34. 太政 官布 告類 編 、( 明 治 ６年 巻1 、 国立 国会 図 書館NDL 所 蔵 図、｢ 今 般改 暦 二付人 日上巳 端午
七夕 重 陽ノ 五節 ヲ廢 シ｣
35. 手塚 和夫 ： 祝 日考、 三重 大学 教 育学 部研 究紀 要、 人 文・社 会 科学 、p.  34. 1995 年 、 手 塚は近
代 日本 の祝 日 の変遷 につ い て論 考を 行い｢ 正月 朔 日( 元 旦)､ 正月15 日( 御吉 書左 義長 の 遺風) 、
３月 ３日( 弥 生節 句) 、５月 ５ 日(端 午 の節 句) 、７月 ７ 日( 七夕 節句) 、７月15 日(お 盆) 、８月朔
日( 田実 節句 ・農家 では 八朔 とい い 、稲 の 実り を互 いに 祝 う 日) 、９月 ９日( 重 陽 の節 句) 、９月
22 日( 明治 天皇 の 天長節) の ９日の 祝 日であ っ た｣ と記 載。
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